
生
命
保
険
・
中
小
企
業

明治安田生命は独タランクスと提携（写真中央は殿
岡裕章専務、右端はタランクスのハアスＣＥＯ）

中小企業関連の主な支援策 ３月 日現在
実施窓口 制度名 貸付限度額と年間金利 貸付期間 対象になる中小企業と支援内容

日本公庫 災害復旧
貸付

小規模企業は上限
万円で基準金利は
％。中規模企業は上限
１億 万円で基準金
利は ％ 貸付期間
５年以内の基準金利

年以内

被災で運転資金や設備資金に支
障がある全国の中小企業に適
用。貸付金額のうち 万円ま
では基準金利から ％引き下
げる

商工中金 〃 １億 万円、金利は
企業により異なる 年以内 被災で運転資金や設備資金に支

障がある全国の中小企業に適用

中小機構 災害時貸
付 万円、無利子

貸付額が 万
円以下は４年
通常３年 そ
れ以上は６年
同５年

直接被害を受けた小規模企業共
済加入者。返済が困難な企業に
は、 カ月間、返済を待っても
らえる据え置き期間あり

〃 〃 万円、 ％ 〃

被災企業と取引があるなど間接
被害にあった、小規模企業共済
加入者。返済困難な企業には
カ月間、返済を待ってもらえる
据え置き期間あり

〃 緊急経営
安定貸付 万円、 ％

貸付額が 万
円以下は３年、
それ以上は５年

全国の小規模企業共済加入者
で、道路の途絶、停電、ガソリ
ン不足などの影響で、１カ月の
売上高が前年同月に比べ激減す
る見込みの中小企業に対し、年
利を通常の ％から ％に引
き下げる

信用保証協会 災害関係
保証

％保証。保証限度額
は無担保 万円、普
通２億円

各信用保証協会
規定による

市町村長から罹災証明を受けた
中小企業。事業再建資金として
金融機関から借り入れる際、信
用保証協会が ％保証を実施
する

　
生
命
保
険
各
社
は
海
外
の
生
保
事
業
に
相
次
い
で
参
入
し
て
い
る
。
日
本
生
命
保
険

は
こ
の
ほ
ど
、
イ
ン
ド
の
生
保
大
手
の
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ラ
イ
フ

ム
ン
バ
イ
市

に

資
本
参
加
し
市
場
開
拓
に
着
手
。
明
治
安
田
生
命
保
険
は
中
国
の
生
保
会
社
の
海
爾
人

寿
保
険

上
海
市

と
資
本
提
携
を
結
ん
だ
。
現
在
、
各
社
は
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
を
強
化
し
て
い
る
が
、
地
震
は
海
外
で
も
頻
発
し
て
い
る
。
有
事
の
際
の
備
え
と
し

て
保
険
の
必
要
性
を
訴
え
、
生
保
会
社
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
考
え
だ
。

第
一
生
命
は
ベ
ト
ナ
ム
で
事

業
を
展
開
し
表
彰
を
受
け
る

　
東
日
本
大
震
災
は
中
小
製
造
業
の
進
路
を
激
変

さ
せ
た
。
被
災
し
た
企
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
経

済
の
一
時
的
な
縮
小
が
全
国
の
中
小
企
業
の
経
営

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
対
策
融
資
制
度
を
打
ち
出
し
、
中
小
企
業
の
再

起
を
支
援
。
震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
町
工
場
の
な

か
に
は
、
新
た
な
仕
事
を
求
め
て
ア
ジ
ア
を
目
指

す
と
こ
ろ
も
出
て
き
そ
う
だ
。
国
内
の
モ
ノ
づ
く

り
復
興
と
並
行
し
、
政
府
の
新
成
長
戦
略
や
中
小

企
業
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
中
小
企
業
の
海
外

展
開
」
が
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

立
ち
直
り
後

　
政
府
は
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
貸
付
金
額
の
引
き
上

げ
、
既
存
借
入
金
の
返
済
猶

予
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
支

援
策
を
用
意
し
て
い
る
。

「
災
害
復
旧
貸
付
」
は
被
災

企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
取

引
先
も
融
資
対
象
と
な
る
。

部
品
が
届
か
な
い
た
め
に
操

業
で
き
ず
、
資
金
繰
り
が
悪

化
す
る
企
業
が
全
国
で
出
始

め
て
い
る
た
め
だ
。
被
災
で

借
入
金
の
返
済
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
企
業
も
多
い
。
日

本
公
庫
と
商
工
中
金
は
返
済

猶
予
を
申
し
出
た
中
小
か
ら

遅
延
金
を
徴
収
し
な
い
。
信

用
保
証
協
会
は
、
代
位
弁
済

後
の
借
り
主
に
よ
る
弁
済
が

遅
れ
て
も
遅
延
損
害
金
の
猶

予
や
免
除
を
行
う
。

　
金
融
支
援
を
受
け
て
立
ち

直
っ
た
中
小
企
業
が
、
次
に

考
え
る
の
は
新
た
な
仕
事
の

確
保
だ
。
こ
こ
で
、
こ
の
数

年
の
動
き
で
あ
る
「
中
小
製

造
業
の
海
外
進
出
」
が
改
め

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
海
外
展
開
に
積
極
的
で

な
か
っ
た
中
小
で
も
、
大
震

災
の
影
響
で
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
言
っ
て
も
い

い
。
国
内
の
モ
ノ
づ
く
り
力

を
維
持
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
海
外
市
場
の

旺
盛
な
需
要
を
つ
か
む
バ
ラ

ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

支
援
策
と
資
金

　
海
外
展
開
に
は
段
階
的
な

支
援
策
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。
中
小
企
業
支
援
団
体
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
受
講

後
、
輸
出
検
討
を
始
め
た
初

期
段
階
の
中
小
企
業
に
は
、

日
本
貿
易
振
興
機
構

ジ
ェ

ト
ロ

の
「
海
外
ミ
ニ
調
査

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
る
。
企
業

に
代
わ
っ
て
現
地
調
査
を
代

行
し
て
く
れ
る
。
対
象
国
が

決
ま
れ
ば
、
そ
の
国
で
の
取

引
先
を
見
つ
け
る
た
め
、
展

示
会
出
展
サ
ポ
ー
ト
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
と

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

連
携
し
て
、
原
則
無
料
で
展

示
会
の
事
前
準
備
か
ら
出
展

ま
で
を
一
貫
支
援
す
る
。

　
日
本
に
い
な
が
ら
海
外
企

業
と
の
商
談
機
会
も
提
供
す

る
。
中
小
機
構
が

月
に
東

京
で
開
催
予
定
の
「
中
小
企

業
総
合
展
」
に
、
韓
国
、
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
の
流
通
業
者
や
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
企
業
を
無
料
招
致
す

る
。
各
国
の
中
小
企
業
支
援

機
関
の
推
薦
企
業
の
た
め
、

「
信
用
も
あ
り
、
商
談
を
進

め
や
す
い
は
ず
」

中
小
機

構

と
い
う
。

　
こ
う
し
た
支
援
策
と
両
輪

で
必
要
と
な
る
の
は
資
金
。

金
融
機
関
も
中
小
の
海
外
展

開
を
に
ら
み
、
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
商
工
中
金
は
外
国
企
業
と

取
引
す
る
際
の
入
札
保
証
や

契
約
保
証
で
、
中
小
企
業
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
海
外

現
地
法
人
へ
の
直
接
融
資
も

手
が
け
る
。
国
内
外
の
全
１

０
３
店
舗
に
「
中
小
企
業
海

外
展
開
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」

を
設
置
、
貿
易
に
詳
し
い
担

当
者
を
配
置
し
た
。
取
引
先

中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
関

す
る
情
報
を
営
業
マ
ン
が
集

め
、
本
店
の
国
際
部
に
報

告
。
国
際
部
内
の
貿
易
・
投

資
支
援
セ
ン
タ
ー
が
個
々
の

取
引
先
に
合
わ
せ
た
支
援
内

容
を
提
案
す
る
。
年
間
３
０

０
０
件
に
対
応
す
る
予
定
と

い
う
。

　
中
小
企
業
庁
で
は
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
海
外
展
開

資
金
制
度
を
改
正
。
要
件
を

満
た
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
適
用

さ
れ
て
き
た
「
基
準
金
利
」

か
ら
０
・

％
を
引
く
「
特

別
利
率
２
が
適
用
さ
れ
る
。

設
立
し
た
海
外
現
地
法
人
の

規
模
が
大
き
く
中
小
企
業
の

定
義
か
ら
外
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
中
小
企
業
を
経
由
し

た
親
子
ロ
ー
ン
が
組
め
る
よ

う
に
し
た
。

　
中
小
機
構
や
ジ
ェ
ト
ロ

は
、
企
業
体
力
が
十
分
で
は

な
い
中
小
企
業
の
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
海
外
企

業
と
の
商
談
や
市
場
開
拓
を

支
援
。
国
際
協
力
銀
行
が
現

地
の
金
融
機
関
に
融
資
、
国

内
の
地
方
金
融
機
関
が
保
証

す
る
こ
と
で
、
中
小
が
現
地

通
貨
で
資
金
調
達
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

有
事
で
の
必
要
性
を
訴
求

被災者支援に全力東日本大震災対応

生
保
各
社

中小製造業
旺盛な海外需要をつかめ

国
内
モ
ノ
づ
く
り
復
興
と
両
輪

中小機構などサポート充実

震災から立ち上がる製造業のなかには新た
な仕事を求めアジアを目指すところも出て
きそうだ（写真は記事と関係ありません）

　　 ２０１１年 平成２３年 ３月３１日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）

全
額
支
払
い

　
生
保
業
界
は
今
回
の
震
災

を
受
け
、
被
災
し
た
契
約
者

に
対
し
不
慮
の
事
故
で
死
亡

・
負
傷
し
た
際
に
支
払
う
災

害
死
亡
保
険
金
や
災
害
入
院

給
付
金
を
全
額
支
払
う
こ
と

を
決
め
た
。
災
害
関
係
特
約

で
は
地
震
で
想
定
以
上
の
被

災
者
が
出
た
場
合
、
支
払
い

を
削
減
・
免
除
で
き
る
規
定

が
あ
る
が
、
今
回
は
適
用
せ

ず
被
災
者
を
支
援
す
る
。
ま

た
支
払
い
手
続
き
の
簡
素
化

や
貸
付
利
率
の
引
き
下
げ
、

企
業
向
け
の
緊
急
融
資
な
ど

幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
大
手
生
保

の
一
部
で
は
海
外
市
場
に
も

進
出
し
保
険
の
有
用
性
を
訴

え
て
い
る
。
日
本
生
命
が
出

資
す
る
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ラ

イ
フ
は
有
力
財
閥
の
リ
ラ
イ

ア
ン
ス
Ａ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

傘
下
に
あ
り
、
新
契
約
保
険

料
ベ
ー
ス
で
生
保
大
手
４
社

の
一
角
を
占
め
る
。
収
入
保

険
料
は
６
６
０
億

約
１

２
５
５
億
円

で
、
民
間
生

保
の
市
場
シ
ェ
ア
で

・
２

％
。
２
０
０
１
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
従
業
員
約
１
万
６

０
０
０
人
の
体
制
で
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　
両
社
は
外
資
出
資
上
限
で

あ
る
発
行
済
み
株
式
の

％

を
取
得
す
る
こ
と
で
合
意
し

て
お
り
、
日
本
生
命
は
３
０

６
億

約
５
８
０
億
円

を
投
じ
る
予
定
だ
。
イ
ン
ド

は
世
界
第
２
位
の
人
口
規
模

と
豊
富
な
若
年
層
を
有
し
、

生
保
市
場
の

―

年
平
均

成
長
率
は

・
８
％
と
急
成

長
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
有

望
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
す
る

た
め
、
日
本
生
命
は
役
員
や

駐
在
員
を
派
遣
し
て
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
。
リ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
ラ
イ
フ
の
販
売
網
や
ブ
ラ

ン
ド
力
を
生
か
し
、
成
長
を

加
速
さ
せ
る
意
向
だ
。

　
明
治
安
田
生
命
は
東
日
本

大
震
災
へ
の
支
援
と
し
て
義

援
金
や
物
資
を
供
与
。
迅
速

な
対
応
に
努
め
る
一
方
、
ア

ジ
ア
や
欧
州
の
生
保
市
場
に

参
入
し
有
事
の
際
の
備
え
と

し
て
保
険
の
必
要
性
を
訴
求

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
資
本

提
携
し
た
中
国
の
海
爾
人
寿

保
険
は
、
家
電
最
大
手
の
ハ

イ
ア
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
所

属
す
る
。

億
円
程
度
を
投

じ
て
株
式
の
約

％
を
取
得

し
、
２
万
７
０
０
０
店
の
家

電
販
売
店
網
な
ど
を
活
用
し

て
同
グ
ル
ー
プ
や
日
系
企
業

に
個
人
・
団
体
生
命
保
険
を

販
売
す
る
。

　
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中

堅
生
保
会
社
で
あ
る
ア
ブ
リ

ス
ト
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス

ジ

ャ
カ
ル
タ

に
対
し
、
約
１

０
０
０
億

約

億
円

出
資
し
て
５
％
の
株
式
を
取

得
。
役
員
や
人
材
を
派
遣

し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
保

事
業
に
精
通
し
た
人
材
を
育

成
す
る
。
明
治
安
田
生
命
の

海
外
進
出
は

年
の
米
国
に

始
ま
り
、
近
年
は
独
保
険
大

手
の
タ
ラ
ン
ク
ス
と
も
資
本

・
業
務
提
携
を
結
ん
だ
。
新

た
な
収
益
源
を
確
保
す
る
た

め
、
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
進
出

を
重
要
な
選
択
肢
と
位
置
付

け
て
お
り
、
さ
ら
な
る
進
出

の
機
会
を
う
か
が
う
。

国
内
回
帰
も

　
生
保
業
界
で
は
個
人
向
け

保
険
の
保
有
契
約
高
が
２
０

０
９
年
度
末
で
９
９
７
兆
１

１
８
８
億
円
と
、

年
度
以

来

年
ぶ
り
に
１
０
０
０
兆

円
を
下
回
っ
た
。
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
で
市
場
が
縮
小

し
、
契
約
高
の
高
い
死
亡
保

障
保
険
の
需
要
が
減
少
し
て

い
る
の
が
要
因
だ
。
昨
今
の

国
際
的
な
金
融
市
場
の
混
乱

を
受
け
、
日
本
で
は
安
全
性

の
高
い
国
内
生
保
に
回
帰
す

る
動
き
も
出
て
い
る
が
、
収

益
の
源
泉
で
あ
る
保
有
契
約

高
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
大
手
４
社
の
一
角
、
住
友

生
命
保
険
も
海
外
事
業
を
強

化
し
て
お
り
、
特
に
中
国
で

は
外
資
系
生
保
の
中
で
先
行

し
て
い
る
。

年
に
中
国
最

大
手
の
損
保
会
社
と
合
弁
で

「
中
国
人
保
寿
険
」

北
京

市

を
設
立
し
生
保
市
場
に

参
入
。

年

月
期
売
上
高

は
約
７
１
０
０
億
円
で
、
設

立
か
ら
５
年
後
の
黒
字
転
換

を
目
指
し
て
い
た
が
、
４
年

で
達
成
し
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
進
出
も
決
め
て
お

り
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
国
営

商
業
銀
行
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム

農
業
農
村
開
発
銀
行

ア
グ

リ
バ
ン
ク

と
共
同
事
業
に

向
け
て
調
整
し
て
い
る
。

　
第
一
生
命
保
険
も
海
外
事

業
に
力
を
注
ぐ
。
ベ
ト
ナ
ム

の
保
険
会
社
「
バ
オ
ミ
ン
Ｃ

Ｍ
Ｇ
」

ホ
ー
チ
ミ
ン
市

を
買
収
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ド

で
は
現
地
の
金
融
機
関
と
合

弁
で
生
保
会
社
「
ス
タ
ー
・

ユ
ニ
オ
ン
・
第
一
ラ
イ
フ
」

を
設
立
。
５
月
に
は
豪
州
の

中
堅
生
保
「
タ
ワ
ー
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
ル
ー
プ
」

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州

を
完
全
子
会
社
化
す

る
。
今
後
は
中
国
で
の
合
弁

事
業
に
向
け
パ
ー
ト
ナ
ー
の

選
定
を
模
索
す
る
。
こ
の
ほ

か
太
陽
生
命
保
険
が
中
国
や

韓
国
な
ど
４
カ
国
・
地
域
で

保
険
会
社
な
ど
４
社
に
出
資

し
、
海
外
展
開
を
模
索
し
て

い
る
。


